
令和６年度 第３回 学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時   令和６年１１月２６日（火）  １４時３０分から１６時２０分まで 

 

２ 開催場所   春野中学校 校長室 

 

３ 出席委員   鈴木誠、市川相寿、児玉順子、森下廣隆、山下尚美、正久幸廣、三浦徳志 

 

４ 欠席委員   なし 

 

５ 学  校   北野昌宏（校長）、沖田暁（教頭）、清水悦子（ＣＳディレクター） 

 

６ 教育委員会  清水悠（教育総務課） 

 

７ 傍 聴 者   なし 

 

８ 会議録作成者 清水 悦子（ＣＳディレクター）   

 

９ 議長の選出 

   司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、山下尚美委員を推挙する 

旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

１０ 会議記録 

   司会の 沖田暁 教頭から、委員総数７名全員の出席があり、過半数に達しているため 

会議が成立している旨の報告があった。 

    

１１ 協議事項  

 （１）参観・行事への取組の様子 

（２）総合的な学習の時間について 

（３）今後の部活動について 

 

（１）参観・行事への取組の様子 

  議題の内容に先立ち、ＣＳの取り組み方について以下の発言があった 

  ・現状、ＣＳコーディネーターである自分と学校だけのやりとりで支援の話が進むことが多

いという印象である。やはり、この場に話を出し、委員の皆さんに知ってもらい、熟議を

経て支援、という流れを大切にしたい。また、学校の先生にも自分たちという支援する団

体があることを意識していただきたい。                 (市川委員) 

  ・流れは、先生方に課題をあげていただいて意見交換をし、そこで地域に依頼する事があれ

ば市川さんに動いていただく、というものと理解している。ただ、他の学校からは、学校

の話を聞いて意見交換だけになってしまっていることが課題ではないかという話も聞いて

いる。                                （山下委員） 

  ・行事の手伝いなどは、地域やＣＳ委員を使ってもらうとよいと思う。    （正久委員） 



授業の参観後、委員より以下の発言があった。  

  ・公開授業に参加し生徒の様子が見みられてよかった。地域の人がもっと気楽に参加できる

とよいと思った。                           (鈴木委員) 

  ・見てみたい授業があったので、（先月の）１週間の公開授業期間があってよかった。 

   初めての蒼天祭では、合唱はちょっと元気がないように感じたが、それぞれがやってきた

ことを発表する場があってよかったと思った。午後からは子供たちが元気に楽しんでいる

姿を見られてよかった。                        (児玉委員) 

  ・春中の生徒は落ち着いていると思う。 

蒼天祭を見て元気をもらった。３年生は役割が多くて大変だったということを聞いてい 

たが、楽しい雰囲気は感じた。達成感はあったと思う。          (山下委員) 

  ・蒼天祭の準備などは、ＣＳ委員を裏方に。何か手伝えることがあれば言ってほしい。 

                                     (正久委員他) 

   

（２）総合的な学習の時間について 

    議長の指示により教頭から別紙資料に基づき「総合的な学習の時間」についての説明が 

   あり、委員からは以下の発言があった 

  ・職場体験を依頼するにあたって色々と検討する必要があるのではないか。 

立志式の講義依頼はＳさん（地域住民）にするつもりである。        (市川委員） 

  ・講義依頼は、起業している方や生徒と年齢の近い方に頼んでもよいのではないかと思う。 

（児玉委員） 

  ・講義は、聴いた生徒が何を思うか、また、する側も、生徒に近い距離感と伝え方が大事なの

ではないかと思う。                          （正久委員） 

  ・立志式以外に卒業生等の進路講座があっても良いのではないか。      （鈴木委員） 

  ・職場体験で生徒が何を感じたか、学んだことのまとめを運営協議会で聞かせてくれれば、 

   これからの体験場所探しに生かせると思う。               （児玉委員） 

  ・２日間、職場１件につき１人と考えるとなかなか難しい。時間がもたない、怪我をさせて 

   はいけないという理由で断られた所もあるので、せめて２人１組にしてくれればお願いする

場所も増えると思う。                          (市川委員) 

  ・生徒が仕事を体験する事が大事で、その職場が（自分に）合っているかどうかは関係ないと

思う。                                 (正久委員) 

  ・「働く」という体験をさせるのか、地域の職場を体験させるのかなど、目的のもち方で体験

学習も変わってくると思う。                       (児玉委員) 

   

（３）今後の部活動について  

    議長の指示により校長から別紙資料に基づき「休日の部活動の地域移行」についての説 

明があり、委員からは以下の発言があった。 

  ・平日とそれ以外で指導者が替わると、教え方や考え方も違うので、生徒は大変だろう。また、

山間部、過疎地域の生徒は移動するだけでも大変だと思う。        (市川委員) 

  ・もともとの生徒数が少ない。その中で、生徒が外部の活動を選んで行ってしまうと、残った

生徒では何もできない可能性もでてくる。考えていかなければいけないと思う。 

   個人的には炭で火を起こして煮炊きをしたりロープワークをやったりするクラブ（春野の自

然を生かしたクラブ）があっても良いのではと思う。           (山下委員) 



○その他連絡事項等 

  沖田暁 教頭から以下の連絡があった。 

 

今後の学校運営協議会予定 

   第４回 令和７年 ２月１４日（金）１５時００分～ 

       (学校評価・ＣＳ自己評価・Ｒ７年度学校運営方針 等) 

 

○部活動参観（自由参観・１６時２０分～） 


